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　我が国における認知症者数は400万人を超え，今後も増加が見込まれている．「認知症になっ

ても本人の意思が尊重され，できる限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けることができ

る社会」の実現を目標に認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）が計画され，認知症の早

期診断・早期対応の重要性が高まっている．認知症にはアルツハイマー型認知症の他にも種々

の疾患が含まれる．それぞれの疾患により臨床経過や治療反応性も異なるため，日常診療におい

ては認知症である診断に留まらず，その原因疾患の診断まで行うことが重要である．認知症の診

断においては，十分な時間をかけた問診や診察が基本であるが，独居の症例や情報提供者が高齢

である症例においては症状や生活状況を十分に聴取できないケースがある．また，軽度認知障害

の段階で受診の場合，診察や問診だけでは診断や治療の是非が判断し難い場合がある．このよう

な中，頭部MRI，脳血流シンチグラフィーおよびMIBG心筋シンチグラフィー検査などの画像

検査は診療に有益な情報を提供する補助診断法として活用が期待される． 本セミナーにおいて

は，日常診療で経験した症例を中心に認知症における画像検査の意義について概説したい．
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